
 
 

 

【家庭教育支援チーム】 
 

（１）活動主体（チーム）について 

①チーム名 

（呼称） 

 

島田市家庭教育支援チーム 

 （呼称：島田市ペアレントサポーター 家庭教育サポートチーム） 

 URL：https://www.city.shimada.shizuoka.jp/kurashi-docs/293511702.html 

 

②活動拠点 島田市教育委員会 社会教育課 

③活動範囲 島田市内（主に小学校） 

④組織体制 

 

   ６ 人 

保育士、管理栄養士、スマホルールアドバイザー、教育委員、 

静岡県家庭教育支援員等 

 

⑤活動開始年度 平成 17 年度 

⑥問合せ先 

 

（部署・氏名等） 

島田市教育委員会 社会教育課 

（TEL）0547-36-7963   （E-mail）syakaikyouiku＠city.shimada.lg.jp 

 

（２）活動内容について 

①活動形態 

（複数チェック可能） 

保護者等への学びの場の提供 

☐保護者等への地域の居場所づくり 

アウトリーチ型家庭教育支援（※保護者の居場所に出向いて届ける支援） 

    ☐自宅に届ける支援（情報提供、相談対応等） 

    保育所・幼稚園・学校等に届ける支援（情報提供、相談対応等） 

    ☐その他の保護者に届ける支援（情報提供、相談対応等） 

☐その他（                          ） 

②活動対象 

（複数チェック可能） 

☐乳幼児 小学生（低学年） 小学生（中学年） 小学生（高学年） 

☐中学生 ☐高校生以上     

の子供を持つ保護者に対する活動を実施 

③活動内容 

【具体的な活動内容】 

○保護者を対象とした学習会の実施 

 市内の小学校と連携し、保護者がグループワークを行う学習会「つながる

https://www.city.shimada.shizuoka.jp/kurashi-docs/293511702.html


トーク」を実施している（グループワークでは、家庭教育ワークシート「島田

市版つながるシート」を活用）。 

 

○就学時健診や入学説明会における「親学講座」の実施 

 就学時健診や入学説明会等を活用し、すべての保護者に家庭教育の学

びを届ける「親学講座」を実施している（親学講座では、リーフレット「島田

市版親学ノート」を活用）。 

④活動の成果 

（活動実績がある 

場合） 

・つながるトークは、主に一年生の保護者を対象とした家庭教育学級の必須

の学習会として実施しているため、全小学校で活動が定着している。ペアレ

ントサポーターが和やかな雰囲気作りをするため、保護者はスムーズに話し

合いができ、共有・共感・学び合いができている。また、日頃の何気ない悩

みや不安について相談できることも、保護者の安心につながっている。 

 

・親学講座は、市内全小学校の就学時健診または入学説明会において実

施しているため、翌年度の新一年生保護者全てに学びを届けている。母親

としての先輩であるペアレントサポーターが、自身の失敗談を交えながら、

よりよい親子関係を築くポイントを伝えることにより、保護者は親近感を持つ

ことができ、話を受け入れられる。また、講座で使用する「島田市版親学ノー

ト」は、家庭教育について大切なことがわかりやすくまとめてあり、何度でも

見返して確認することができるという評価を得ている。 

⑤活動財源 

（複数チェック可能） 

文部科学省補助事業（事業名：学校・家庭・地域連携協力推進事業） 

☐文部科学省委託事業（事業名：                        ） 

☐厚生労働省事業（事業名：                           ） 

☐地方公共団体単独事業として実施 

☐特段の予算措置はない（自主的に活動を実施） 

☐その他の支援により活動を実施 

  （                                           ） 

 


